
 

 

１．科目名（単位数） 日本語学習とマルチメディア （2 単位） 

３．科目番号 EIJP2361 

２．授業担当教員 ロペス ルイス ミゲル 

４．授業形態 講義・演習 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

古くから視聴覚教材は語学学習に有効な教材として使われてきた。近年のコンピュータ環境の進歩により、

マルチメディア、インターネットを利用した高度な学習システムやサービスの一般利用が可能となった。こ

のような教材を扱う技術や知識を得ることは語学学習者・教育者にとって重要である。本講義では、マルチ

メディア教材の有効性について学習し、IT を用いた日本語学習教材について演習によって操作方法などを修

得する。また、日本語教育に必要なマルチメディア教材について分析・検討する。 

８．学習目標 

日本語学習にマルチメディアがどのように関係するかを知り、その効果的な利用方法について学ぶ。 

講義、演習を通して、IT を用いた日本語学習コンテンツに関する基礎的な知識や操作方法を修得する。 

日本語教育の実践に向けた教材の作成技術を習得する。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

毎回授業時間外の作業が必要な課題を課す。マルチメディア教材作成に関する演習課題と、教材を使った発

表。 

10．教科書・参考書・

教材 
必要な教材については資料を配布する。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

1. マルチメディア技術を用いた日本語学習コンテンツに関する知識を得る。 

2. IT を用いた日本語学習コンテンツに関する操作方法を修得する。 

○評定の方法 

[授業への積極的参加度、日常の受講態度、課題等を総合して評価する] 

1. 授業への積極的参加、受講態度 30％ 

2. 授業ごとに課されるレポートや課題 70％ 

12．受講生への 

メッセージ 

理論的な話は第 1 回だけで、第 2回以降、たくさんの課題に取り組んでもらう。 

13．オフィスアワー 別途連絡する 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
講義概要の説明、IT とマルチメディア

について 

事前学習 マルチメディアとはどのような意味を持つ言葉か調べる。 

事後学習 マルチメディアとは何か、また ITとの関係についてまとめる。 

第２回 
日本語学習・教育におけるマルチメディ

ア教材の歴史と現状 

事前学習 「視聴覚教材」とは何か調査しておく。 

事後学習 マルチメディア教材の歴史と現状についてまとめる。 

第３回 
コンピュータを利用するマルチメディ

ア教材・学習コンテンツ 

事前学習 コンピュータを利用する学習コンテンツについて調べておく。 

事後学習 IT を利用した日本語学習コンテンツについてまとめる。 

第４回 IT を利用する対話型の学習サービス 
事前学習 対話型の学習サービスとは何か調べる。 

事後学習 対話型サービスの有効性についてまとめる。 

第５回 IT 活用に関する注意事項 情報倫理 

事前学習 文章や画像の著作権について調べる 

事後学習 
著作権、コンピュータシステム利用時のセキュリティについて
まとめる。 

第６回 まとめ。学生による発表 

事前学習 これまでに学習した内容の復習をする。 

事後学習 
日本語学習におけるマルチメディア教材の現状についてレポ
ートを作成する。 

第７回 e-ラーニングサービスの利用① CBT 
事前学習 語学 e-ラーニングサービスについて調べる。 

事後学習 利用したサービスの特徴についてまとめる。 

第８回 e-ラーニングサービスの利用② WBT 
事前学習 Web カメラを使う語学 e-ラーニングサービスについて調べる。 

事後学習 利用したサービスの特徴についてまとめる。 

第９回 教育する側の視点による教材の分析 

事前学習 これまでに学習したマルチメディア教材の特徴をまとめる。 

事後学習 
教育する側としてマルチメディア教材の有効性について検討

する。 

第１０回 学習教材の企画① 企画枠組みの作成 
事前学習 日本語教師の支援について何が必要か考える。 

事後学習 自身が考える学習教材について必要な事柄をまとめる。 

第１１回 
学習教材の企画② 企画の実現を考慮
したコンテンツ調整 

事前学習 著作権やシステムセキュリティについて復習しておく。 

事後学習 
企画した教材に著作権、セキュリティ上の問題がないか検討す
る。 

第１２回 学習教材の企画③ 発表用資料の準備 
事前学習 発企画した学習教材の有効な点についてまとめておく。 

事後学習 発表用の資料を完成させる。 

第１３回 作成した教材企画の発表と、修正 
事前学習 発表の練習をしておく。 

事後学習 他の発表に対する意見をまとめる。 

第１４回 発表の振り返り、各自の意見の整理 
事前学習 他の発表に対する意見と改善点をまとめる。 

事後学習 講義内で出た意見をまとめて自分の教材企画に反映させる。 

第１５回 総合演習・これまでの学習事項のまとめ 

事前学習 これまでに学習した内容の復習をする。 

事後学習 
日本語教育におけるマルチメディア教材の現状についてまと
める。 

 


